
▎▎市議会からのお知らせ

▎▎一般質問 発言の要旨について

大和郡山市議会議員は政務活動費を受け取っていません
　平成13年に制度化され、議員が受け取ることのできる政務調査費（現在は政務活動費）
ですが、市の財政状況等を鑑み、大和郡山市議会議員は、当初から受け取っていません。

校内のＩＣＴ化について
～パソコン教室など～  村田俊太郎 議員

㉄２０２０年度に、小学校の学習指導要領の改訂、本 
市小中学校パソコン教室のサポート期限や避難所に 

なる体育館の防災面から喫緊の課題である。本市では、治 
道小学校のみ普通教室の無線ＬＡＮが整備済みですが、他 
市の状況と今後の取組みの見解をお聞かせください。

答県内６市に確認した結果、１市は全ての小中学校へ 
無線ＬＡＮを整備しており、他の３市ではモデル校 

として導入している学校がありました。校内のＩＣＴ化は 
課題の一つとして捉えておりますが、パソコン教室のサー
バー等のサポート期限のこともあり、今後検討していく時 
期であると考えています。
・他の質問項目：市内水銀灯のＬＥＤ化について

介護事業について
  德 野　 衆 議員

㉄住民主体活動型の通所型は介護サービスに足せるが 
訪問型では足せない点で、訪問型も足して使えるよ 

うにし、設備や経費の補助も行うべきだがどうか？
また、総合事業費の上限を超えさせない理由で現行相当介 
護サービスの抑制をすべきではないがどうか？上がり続け 
る「介護保険料」は65歳以上の負担を減らし、介護保険 
給付費準備基金の繰り入れで増額を防ぐべきだがどうか？

答介護予防・日常生活支援総合事業の住民主体活動型 
訪問、通所サービスのあり方について検証し、生活 

支援サービスの充実を図ると共に、介護予防に資するサー 
ビスの提供を行います。介護保険料については、介護保険 
事業計画策定委員会に諮り、保険料の抑制に努めます。

小中学校のキャリア教育について
  林　 浩 史 議員

㉄現在若者の離職率が非常に高く、離職理由の多くは 
仕事が自分に合わないであり、この事に危機感を感 

じる。現状の教育では職業観・勤労観を育むべき職業体験 
等の教育がまったく不足している。子どもの将来がかかっ 
た職業教育の充実は喫緊の課題である。義務教育中のキャ 
リア教育の必要性と意義、今後についてどうお考えなのか。

答昨今の社会状況を考えると、しっかりとした勤労観 
や職業観を持たせるためのキャリア教育の意義は大 

きく、より一層の推進を図る必要があると考えます。その 
ために、小・中が連携し、系統立てた取組の推進の在り方 
を模索する、地域や事業所等との連携を深めるなど、今後 
もキャリア教育の充実を図っていきます。

人口増を目指す金魚産業活性化について
  西村千鶴子 議員

㉄人口増のためには、市内に若者や女性の就労場所を
増やすことが必要。そのためには本市の顔であり、 

誇れる地場産業である金魚産業の活性化を進めるための予
算を増やし、金魚養殖業の助成事業や、後継者育成・新規 
就労者支援制度設立など、市独自施策の構築が必要である
ことを提案しましたが、市の考えをお示しください。

答現在の市補助や県費を含む補助では充分な助成とは 
言えない状況で、今後、市の補助金制度については、

和金の養殖や養殖業者全体の業績の底上げ、農業における
中間管理機構制度を金魚池にも導入することも検討し、見 
直してまいります。また近隣の関連する金魚産業にも注視 
し、販路開拓についても業者の方と共に検討します。

※ 請願書 （陳情書、要望書）の提出について：請願書等はいつでも受付をしていますが、審査の都合上、できるだけ定例会開会前の議会運営委員
会が開かれるまでに提出してください。なお次の定例会は、６月下旬の予定です。詳しくは、議会事務局（内線774）までお問い合わせください。
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無料公衆無線LAN（Wi-Fi）環境の整備促進を求める意見書について 原案可決
「テロ等組織犯罪準備罪」（いわゆる共謀罪）の立法化に反対する意見書について 否決
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